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· ‘2003.12.8

シュールストレミング試食会

ｂｙＡＵ
要旨：　時々ＴＶに出てくる、あの、世界で最も臭い食品といわれるシュールストレミングを実際に試食してみようという試み。

1． 日時

　　　　　2003.11.15（土）　11～12時ころ　　天気：曇り　　

気温：１４℃（宇都宮の最高気温）
　　　　　於：栃木県鹿沼市　ふれあい公園（ベニマル近く）

2． 缶詰の状態

　　　　　今日の気温は、１４℃（宇都宮の最高気温）。　曇っていて、肌寒い。　スウェーデンの春か秋の気温に近いはず。

缶詰は２ヶ月前の購入時より更に膨張していた。　缶切りの刃を入れると、ガスが噴出し、強烈な腐敗臭が。　しかし、用意した缶切りだと、変形の大きい部分がどうしても切れない。　急遽、近くのホームセンターへ別タイプの缶切りを買いに行く。　やっぱり新品の良く切れる缶切りが良い。　缶を開けると、中身は、どろどろの液が70％くらい。残りは、身、骨、皮、卵　など固形分。　身は、生っぽい赤みがある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←　２ヶ月前の缶詰（9/5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←開缶後。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中からガスが湧いている。

３．におい

　　　　　缶を開けると、強い腐敗臭。ウンコと玉ねぎの腐ったような臭い。ドリアンに近い気もするが、確かにドリアンより強烈だ。　だが、気温が低いためか、屋外だと臭いの範囲は、せいぜい２～３ｍ内であった。　

　　　　　しかも、新しい缶きりを買いに行ってる間に、ガスが飛んでしまったのか、或いは、鼻が感じなくなってきたのか、だんだん臭いが弱くなってきた。

　　　　

４．あじ
　　　口直しの飲み物（コーラ）をコップに用意した後、さて、いよいよ本番。

　蒸かしたジャガイモの上に、玉ねぎ、トマト、シュールをのせ、息を止めて一気にいく。

　　　　　結果、お味は一言で言うと、ニシンの塩辛（そんなのあったか？）。　食感はイカの塩辛。　塩味がジャガイモともあっていて、ウマイかマズイかと言われると、どちらかと言えばウマイかもしれない。　既に鼻はバカになっていて、臭いは感じない。

５．あと片付け　　　

　　　　　予想通り、シュールはアルコールのおつまみであって、大量に食べられるものではなかった。　残りは、近くの公衆トイレに流した。　まぁ、ウンコみたいなものだから問題ないと思っていた。

が、しかし、トイレ内は、異様な臭いが充満。　　やっぱり臭かった。

臭いの成分を調べるため、少量の液を採取した。その時こぼした液にハエが何十匹も集まってきた。　寒くてもハエはいるのです。
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←シュールの液に集まってきたハエ。
写真には写っていないが結構、大群。

６．雑感

・シュールを試食する上で、やっぱり臭いの強さがネックになる。

現地に近い環境、つまりスウェーデンのような涼しい中で試食する事がお勧め。　春や秋の暖かい日に缶詰を開けると、大変なことになるかも。夏は論外であろう。
・液の成分を調査した結果、下表の通りであった。　定性的にはクサヤの臭い成分と、ほぼ同じであった。後を引く臭さは、酪酸が原因と思われる。
・脂肪酸は、いずれも強い殺菌効果があるため、食中毒を防ぐはず。

　　　　　　--------------------------------------------------------------------------------------------------

臭気成分　　　　　　　内容

　　　　　　--------------------------------------------------------------------------------------------------

二酸化炭素　　　　　　　　　　多分、ぶくぶく沸いてきたガスの主成分。

エタノール　　　　　　　　　　お酒のアルコール

ジメチルジサルファイド　　　　腐敗臭　（文献：腐ったキャベツ臭）

ジメチルアミン　　　　　　　　同上　　（文献：魚の臭い）

トリメチルアミン　　　　　　　同上　　（文献：魚の臭い）

酢酸　　　　　　　　　　　　　同上

プロピオン酸　　　　　　　　　同上

酪酸　　　　　　　　　　　　　同上（ｱﾝﾓﾆｱ、硫化水素と並び３大悪臭の1つ）　

アルデヒド類　　　　　　　　　同上　

エステル類

フーゼル油類　　　　　　　　　発酵による高級アルコール
　　　　　　--------------------------------------------------------------------------------------------------

※赤い文字＝主要な成分　　黒い文字＝本試験では検出されていない成分

ＧＣ／ＭＳ定性分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　

採取した液を水で10倍希釈、濾過後、測定

ｶﾗﾑ：DB-1HT（臭気分析用ではありません）

EI：1.5keV（主成分のみ）

装置：島津製QP-5000

ファイル=1127.D04
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